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組立 て NG 集 [ 案 枠 の 誤 使用 ] 


組立 て NG 集 [支柱 に 布 材 、 先行 手すり が な い ] 


安全 で 正しい 組み 立て 方 の ボイン ト 


組立 て 方 と 部 材 の 使用 方 法 (その 他 の 注意 点 ) 


お 問い 合わ せ 


組立 て NG 集 [ブラ ケッ ト の 誤 使 用 ①] NNNNNNN\ 


正しい 組み 方 


友 と 研 上 の ダク ト を 避け る た め に 内 支柱 研 上 に ジャ ッ キ ベー ス を 敷い て 支柱 を 

の 緑 を 切っ て 、 ブラ ケッ ト か ら 再 び 本 足場 立て られ な い 場 合 は 、 そ の 外側 に 本 足場 

と し て 立ち 上 げた 。 を 組ん で 内 側 に ブラ ケッ ト で は ね 出し て 
くだ さい 。 


組立 て NG 集 [ブラ ケッ ト の 誤 使 用 ②] NNNNNNN\ 


正しい 組み 方 


敷地 が 狭い た め 下 だ け 一 側 に し て 途中 敷地 が 狭く 本 足場 を 組め な い 場 合 は 、 

か ら 外 に は ね 出し て 、 上 は 通常 の 二 側 の ブラ ケッ ト 一 側 足場 と し て 正しく 組み 立て 

本 足場 と し て 組み 立て た 。 て くだ さい 。 (この 場合 、 強 度 計算 を 行なっ て 
必要 に 応じ て 支柱 を 補強 し て くだ さい ) 


、 和 a 立 て NG 集 基き な 人 年 =”。=~ WANNNNNNN 


正しい 組み 方 


十分 な 補強 を せ ず に 、 大 き な 偏 荷重 の 足場 に 偏 荷 重 の か か る 荷受 け フ ォ ー ム 等 
か か る 荷 取 り ス テー ジ を 取り 付け た 。 を 取付 ける 場合 は 強化 方 づえ で 補強 し て 
壁 つ な ぎ も 不 十 分 。 取り 付け て くだ さい 。 ス テー ジ の 上 と 下 
の 腕 木 付近 に は 必ず 壁 つ な ぎ を 設け て 
くだ さい 。 (専用 の 荷受 け フ ォ ー ム の 使用 推奨) 


支柱 の 補強 


アル バト ロス 
荷受 け フ ォ ー ム 


へ 、 支 柱 の 補強 


※ 前 踏 側 ( 駆 体 ) も 訪 め 両面 先行 手すり を 
施工 し て くだ さい 。 


_ earcNG 祭 理 な は ol”。。== NNNNNNNN 


正しい 組み 方 


ブラ ケッ ト を ら 回 使っ て 、 本 体 の 足場 か ら 
大 きく 外側 に は ね 出し た 。 また 、 ブ ラケット 
か ら は ね 出し た 部 分 が 上 層 へ 組み 上 げ て 
いる 。 


足場 に 大 き な 偏 荷 重 を か ける と 、 は ね 
出し 部 が 折れ た り 、 本 体 足 場 が 倒壊 する 
お それ が あり ます 。 

正しく 地上 か ら 立 ち 上 げ て くだ さい 。 
(ブラ ケッ ト の は ね 出し は 1 回 まで ) 


ーー 


キーー イ ー1 


組立 て NG 集 [誤っ た 幅 替 


拡幅 ・ 狭 幅 ブ ラケット を 使っ て 、 定 場 を 
く の 字 型 や クラ ンク 状 に 組み 立て た 。 


NNNNNN 


正しい 組み 方 


拡幅 ・ 狭 幅 は 1 個 1 回 まで で 、 内 ・ 外 い ず 
れ か の 支柱 が 上 か ら 下 まで 必ず 真っ 直ぐ 
通る よう に 組み 立て て くだ さい 。 

幅 を 替え た 層 の 上 下 に は 必ず 壁 つ な ぎ を 
取り 付け て くだ さい 。 


壁 つ な ぎ 壁 つなぎ 音 


つ な ぎ 壁 つ な ぎ 


組立 て NG 集 [支柱 の 無理 な 立ち 上 げ ] NNNNNN\N\ 


正しい 組み 方 


隣接 住宅 へ の 目隠し を する た め に 、 外側 メッ シュ シー ト を 張る た め に 自立 部 分 を 

の 支柱 の み で 立ち 上 げ て メッ シュ シー ト 高く する 場合 は 内 ・ 外 の 支柱 と も 立ち 

を 張っ た 。 上 げ て 布 材 で つない で くだ さい 。 ま た 、 
最上 部 の 壁 つ な ぎの 風 荷 重 の 強度 計算 
を お こない 、 必要 な 場合 は や ら ず を 設け 
記 く 太り 。 


組立 て NG 集 [ 楽 梓 の 誤 使 用 」 NNNNNN\N\\ 


正しい 組み 方 


染 要 開口 の 片側 が 足場 の 端 部 に な り 、 先行 手すり と 布 材 で つなが っ て いな い 

スパ ン の な い ゆい 支柱 の み で 支え られ て いる 。 支柱 に は 強度 は あり ませ ん 。 染 枠 支持 
支柱 の 外側 に は 必ず 1 スパ ン 以 上 の 足場 
を 設け て くだ さい 。 (短い スパ ン で も 可 ) 


JNN ノノ 


梁 梓 の 高 さ レベ ル ま で 両面 先行 手すり 、 
ある い は 斜 材 を 入れ て くだ さい 。 


組立 て NG 集 [支柱 に 布 材 、 先行 手すり が な い ] NNNNNN\N\ 


正しい 組み 方 


改修 工事 で 自転 車 置き 場 の スペ ー ス を くさ び 式 足場 は 布 材 と 先行 手すり ( 筋 か い ) 
確保 する た め 、 先行 手すり や 布 材 を 省 いて を 支柱 に 正しく 取り 付け る こと に よっ て 
支柱 単独 で 組み 立て た 。 必要 な 強度 が 発揮 され ます 。 開口 部 を 
設け る 必要 の ある 場合 は 梁 枠 を 使用 し て 
くだ さい 。(1.5、2、3、4 ス パン 用 が あり ます ) 


安全 で 正しい 組み 立て 方 の ポイ ント 


組み 立て 方 に は ルー ル が あり ます 。 見 た 目 の 判 断 で 、 
「 こ れ は こう 組め る 」、「 こ れ を ここ に 取り 付け られ る 」 
と し て も 、 し て は いけ な い 組 み 立 て 方 が あり ます 。 


本 足場 ( 二 側 足場 ) は 支柱 の 途中 で 一 旦 縁 が 切れ て 
連続 性 が な く な る と 足場 全体 の 強度 ・ 安 定性 が 
著しく 低下 し ます 。 


先行 手すり は 墜落 防止 だ け で な く 筋 か いと し て の 
役割 も あり ます 。 先行 手すり が な いと 定 場 の 強度 は 
低下 し ます 。 特に 、 連 続 し た スバ パン で は 取り 外さ な い 
よう に し て くだ さい 。 


偏 荷重 を が ける と 定 場 に 大 き な 負 担 に な り ま す 。 
偏 荷重 に な る 場合 は 十分 に 補強 し て 壁 つ な ぎ を 
正しく 取り 付け て くだ さい 。 ま た 、 ブラ ケッ ト は 連続 
し て は ね 出さ な いで くだ さい 。 


アル バト ロス に と っ て 壁 つ な ぎ は 強度 や 安定 性 の 維持 
に 必要 な 部 材 で す 。 メ ッシュ シー ト を 張ら な く て も 
壁 つ な ぎ や 水平 つなぎ は 正しく 確実 に 設け て くだ さい 。 


強化 方 づえ や 二 本 組 み で 支柱 を 補強 し て いる 場合 は 
一 時 的 で あっ て も 取り 外さ な いで くだ さい 。 


NNNNNN 


組み 立て て いる 途中 で 、 支柱 の 全体 ・ 一 部 に 反り 
や 曲がり が 出 始め た ら 直 ち に 作業 を 中 止 し て 点検 
し 、 対 策 を と っ て くだ さい 。 多く の 場合 は 変則 組み 、 
壁 つ な ぎの 不足 、 無 理 な 偏 荷重 に より ます 。 た だ し 、 


ー 旦 変形 し た 定 場 を 元 に 戻す の は 容易 で あり ませ ん 。 
場合 に よっ て は 一 度 解 体 する 必要 の ある 場合 も あり 
ます 。 最 初 か ら 正しく 組み 立て る よう に し て くだ さい 。 


組み 立て て いる 遠 中 で 部 材 の 取り 付け (特に 先行 手 
すり ) が 困難 に な っ て きた ら 作 業 を 中 断 し 、 定 場 全体 
を 点検 し て くだ さい 。 定 場 全体 また は 部 分 的 に 変形 
や 沈下 し て いる お それ が あり ます 。 


改修 工事 で は 組み 立て を 始め て か ら 問 題 が 出 な い 
よう に 、 事前 に 現地 調査 を 十分 に 行っ て 計画 を 立て 
て くだ さい 。 


組み 立て 方 や 部 材 の 使い 方 で 分 か ら な いこ と が あり 
まし た ら 、 必ず レン タル 会 社 か が アルインコ の 担当 に 
お 問い 合わ せく だ さい 。 


や む を 得 ず 変則 的 な 組み 立て 方 を し な く て は な ら 
な い 場 合 も 必ず レン タル 会 社 か アル イン コ の 担当 に 
ご 相談 くだ さい 。 


MEM0 


、 48 立て と 部 村 の 使用 ※( を oeosws) = WNWNNNNNY 
1 


1 層 の 高 さ は 1.8m、 4 プレ ー ト 分 以内 の 高 さ 
以内 で 組み 立て て くだ さい 。 


布 材 を ブラ ケッ ト 代 わり に 片 持 ち で 使わ な い 
で くだ さい 。 特 に 布 板 を 敷い て 作業 床 て する 
と 大 変 危険 で す 。 


染 枠 の 側面 に は ブラ ケッ ト を 取り 付け な いで 
くだ さい 。 


伸縮 ブラ ケッ ト を 布 材 の 代わ り に 使わ な いで 
くだ さい (固定 式 の 先端 く ぐ び ブラ ケッ ト は 可 ) 。 


梁 枠 開口 の 上 に は 荷 取 り ス テー ジ を 取り 付け 
な いで くだ さい (最低 開口 部 より 1 スパ ン あ ける ) 。 


最 下 層 、 後 踏 側 ( 外 側 ) に つい て も 必ず 先行 
手すり を 設置 し こく だ さい 。 


http://www.aqlinco.co.jp 


も イイ つ コ 株 式 会 社 


建材 事業 部 技術 支援 課 ・ カ スタ マー サー ビス 課 


TEL 03-3278-5876 / FAX 03-3278-5875 


第 一 営業 部 
札幌 支店 〒060-0042 
北海 道 札幌 市 中 央 区 大 通 西 5-1-1 桂 和 大 通 ビ ル 38 
TEL 011-222-8810 / FAX 011-222-8820 
仙台 支店 〒980-0812 
宮城 県 仙台 市 青葉 区 片平 1-.5-20 イマ ス 仙 台 片 平 ビ ル 3F 
TEL 022-221-8210 FAX 022-221-8010 
第 二 営 業 部 
東京 支店 〒103-0027 
東京 都 中 央 区 日 本 橋 2- 3 - 4 日 本 橋 プ ラ ザ ビ ル 14F 
TEL 03-3278-5870 / FAX 03-3278-5875 
名 古屋 支 〒460-0008 
愛知 県 名 古屋 市 中 区 栄 2-13-1 名 古屋 パー ク プ レイ ス 8F 
TEL 052-232-2103 ノ FAX 052-203-0226 
第 三 営業 部 
大 阪 支店 〒541-0043 
大 阪 府 大 阪 市 中 央 区 高 塵 橋 4-4-9 淀屋橋 ダイ ビル 
TEL 03-3278-5870 / FAX 03-3278-5875 
広島 支店 〒732-0052 
広島 県 広島 市 東 区 光 町 1-12-20 も み じ 広 島 光 町 ビル 4F 
TEL 082-506-4550 FAX 082-261-8670 
福岡 支店 〒811-2502 
福岡 県 精 屋 郡 久 山 町 2268-1 
TEL 092-652-3388 ノ FAX 092-652-3389 
MR 営業 部 


〒103-0027 


東京 都 中 央 区 日 本 橋 2-3-4 日 本 橋 プ ラ ザ ビ ル 14F 
TEL 03-3278-5580 FAX 03-3278-5884 


